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Ⅰ.諸言 

 

1.バスケットボールの競技特性とリバウンド 

バスケットボールは攻守の切り替えが多くボールの所有とシュートの攻防

をめぐり,相対する２チームが同一コート内で同時に直接相手と対峙しながら

一定時間内に得点を争うゲームであると定義されている 1)9). 

こうしたなかで得点を狙うシュートの成功率は約 40%と言われている

2)6)12)29)33)34)35).そのため,シュートの試投数の約 60%がどちらのチームもボー

ルを所有していない状況が起こる 1)2)26)35). ショットの半数以上がリバウンド

になるため,ボール所有回数に大きな影響を及ぼすことになる.この際にオフ

ェンス側がボールを奪取すれば再度オフェンスを行う機会を得ることが可能

になる.これに対し,ディフェンス側がボールを奪取した場合に相手の得点機

会を少なくする可能性が高まり,相手の攻撃回数の減少が期待できる.このこ

とから,ボールの所有権を得るための最大にして最多のチャンスがリバウンド

である 33）との主張があるように,バスケットボールにおいてはリバウンドの

奪取が試合の流れや結果に大きな影響を与えるとされている 15)16)17)18)20)34)35).

これらを踏まえ,「リバウンドを制するものは試合を制する」という名言も生

まれた 12)13).このような背景から,バスケットボール競技におけるリバウンド

の重要性が高いと言える. 
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2.バスケットボール競技におけるオフェンスリバウンド 

バスケットボール競技において,シュート成功率は 40%ほど 2)6)12)29)33)34)35)と

言われていることからシュートの半数以上はリバウンドになることが多く,リ

バウンドボールの奪取はボールの保持回数に大きな影響を及ぼすことになり,

リバウンドがゲームに大きな影響を及ぼすことになると言えるだろう. 

そのなかでもオフェンスリバウンドに関しては,吉井(1969）が「オフェン

スリバウンドの獲得により攻撃回数を増やすことが望ましい」と述べており,

安田（2001）は「勝ちチームは負けチームよりもオフェンスリバウンドを平

均 7.5 回多く獲得していた.」と述べていることからも,オフェンスリバウン

ドの奪取がゲームを優位に進めていくために重要な要素になると考えられる. 

リバウンドに関する先行研究は多岐にわたるものがあり,リバウンドボール

の奪取と試合結果に関する研究 2)7)22)25)26)27)28)やリバウンド奪取のための位置

取りやリバウンド落下の予測に関する研究 6)9)21)30),リバウンド奪取のための

技術的要因に関する研究 11)19)33),リバウンド奪取のための身体的要因 9)24)など

様々な視点から多くの研究がなされている.  

しかし,リバウンドのなかでもオフェンスリバウンドの奪取数を向上させる

ことの方法及びその現状分析について言及しているものは,僅かしか見当たら

ず,多分に研究の余地が残されていると考える. 
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3.オフェンスリバウンド獲得に関する実例 

 リバウンドボールをオフェンスが再度獲得すれば,攻撃回数が増えることに

より得点の機会が増え,試合を優位に進められる可能性が高まる 13)14)15)16)20)33)

と言われている.このようなオフェンスリバウンドに関する先行研究に即した

結果が実際の試合結果にも現れている.その実例として公益社団法人ジャパ

ン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ (以下「B.LEAGUE」とす

る) の 2023-24 レギュラーシーズンの全 626 試合におけるオフェンスリバウ

ンドに関するデータ 3)では付表 1.のような結果が得られた. 

 この結果から 626 試合中 310 試合でオフェンスリバウンドが多いチームが勝

利していることからも,オフェンスリバウンドの獲得数が多ければ試合に勝利

する可能性が高いことが伺える. 
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4.研究目的 

一定時間内の得点の取り合いによって勝敗を決めるバスケットボール 12)13)

において, 得点機会を増やすということは非常に重要なこと 6)11)20)34)だと考

えられる.そのなかでボールの所有回数を増やし,攻撃にそのままつなげるこ

とができる 14)18)19)オフェンスリバウンド時におけるボールの奪取数の向上と

いうことは全てのチームに求められていることだと考えられる.先行研究では

高身長選手がリバウンドに関しては有利とされている 1)2)27)29)31)35)36).しかし

ながら,高身長ではない選手でもオフェンスリバウンド奪取数が多い選手も存

在する.そのような選手も含めたオフェンスリバウンドのランキング上位選手

のリバウンドにはどのような特徴があり,その特徴を本研究において体系化す

ることによって,オフェンスリバウンドの奪取数の向上方法について明らかに

していくために,オフェンスリバウンド成功時に注視して現状分析を行うこと

を目的とする. 

また,指導者を目指す私としても, 現状把握に加え,バスケットボール競技

に関する戦術やゲーム構想を考える上で課題を見出し,コーチング現場におい

て一つの確立した指導方針の一助になることを本研究の研究意義とする. 
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Ⅱ.方法 

 

1.分析対象 

2023 年の第 99 回関東大学バスケットボールリーグ戦(以下「リーグ戦」と

略す)における 1 部全 133 試合を対象とし,そのなかで関東大学バスケットボ

ール連盟のホームページに掲載されている 10)オフェンスリバウンドランキン

グ上位 30 名のオフェンスリバウンド獲得成功時の全シーンを対象として分析

を行った. 

 

2.分析項目 

1)オフェンスリバウンドの定義 

リバウンドとは,シュートされたボールがゴールしなかったときの状態のこ

とであり,選手の誰かに触れるかアウト・オブ・バウンズになるまで状態が継

続するプレイだとされている.また,「リバウンド」という状態にあるボール

が手に触れたり，バウンドしたり，床を転がったりした場合でも，最初にボ

ールをコントロールするプレーもリバウンドだとされている 4). 

このリバウンドのうち攻撃側が奪取したリバウンドをオフェンスリバウン

ド,守備側が奪取したリバウンドをディフェンスリバウンドと呼び,本研究で

は攻撃側が奪取したリバウンドをオフェンスリバウンドと定義した.また,本

研究においてはオフェンスリバウンドの奪取時のみを注視した.加えて 2 人以

上が関わるオフェンスリバウンドについては研究対象より除外した. 
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2) オフェンスリバウンド奪取位置 

シュートの落下位置について公益財団法人日本バスケットボール協会(以

下「JBA」とする)(2017)は,「ウィング付近からのシュートでは,リバウンド

ボールは 70%〜75%の確率で反対側に落ちる可能性が高い.」と述べており, 

内山(2002)は,「正面からのシュートでは正面に落ちる可能性が高い.コーナ

ーからのシュートではシュートされた側か反対側にはねる可能性が高いが,ゴ

ール正面に落ちることもある.」と述べている. 

また, 先行研究により,シュートがアテンプトされ,外れたボールは 3 ポイ

ントライン(図 3)の外側に落下しないことが報告されており 19)23)27)36),加え

て,外れたボールは制限区域（以下「ペイント」とする）(図 4)に集中して落

下することも報告されている 4)22). 

このことから,シュートの落下位置としては,主にゴール正面のペイント及

び, ３ポイントライン内側のペイント以外の区域であるペリメターエリア

（以下「ペリメター」とする）があげられるだろう. 

よって本研究においては,①ペイント, ②ペリメターの２箇所に分けてオフ

ェンスリバウンド奪取位置についての分析を行う. 

 

図 1.ペイント              図 2.ペリメター 
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3) リバウンドの際のオフェンスとディフェンスの位置関係 

JBA（2017）は「ディフェンスは,リバウンドに入ろうとするオフェンスに

対して自分の背中部分を相手の胸部分に密着させるブロックアウトを行い,相

手の動きを封じる.」と述べているように,ディフェンスはオフェンスにリバ

ウンドを取られることを防いでくる.その際にディフェンスプレイヤーとオフ

ェンスプレイヤーが様々な形で接触をする場合が考えられる. 

そこで本研究では, オフェンスリバウンド奪取の際にディフェンスがオフ

ェンスの前にいる場合, ディフェンスがオフェンスの横にいる場合, ディフ

ェンスがオフェンスの後ろにいる場合,オフェンスが飛び込みリバウンドを行

う場合の４つに位置関係を分類した. 

なお,ディフェンスがオフェンスの横にいる場合に関しては左右の違いは問

わず,いずれの位置にいたとしても横と定義した. 

 

オフェンスとディフェンスの位置関係について 

        :オフェンスを表す               :ディフェンスを表す 

       

図 3.ディフェンス前            図 4.ディフェンス横 
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図 5.ディフェンス後ろ            図 6.飛び込み  

 

4）コンタクトの有無 

リバウンドの際のコンタクトの有無について,コート内のいかなるリバウン

ドのシーンであっても, フロア上での身体を使ったポジション取りが確認さ

れた場合にはコンタクト有り,確認されなかった場合にはコンタクト無しとす

る. 
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3.分析方法 

映像分析ソフト Nacsport(Basic+),Hudl Sportscode ver12.4.6 を用い,対

象の試合映像を再生しながら各項目のタグをつけるタギングという作業を行

い,各項目をエクセルに集計した.そしてオフェンスリバウンド奪取位置に関

してはコートの縮図にそれぞれプロットした.また,プロットに関しては,バス

ケットボール競技の経験が 10 年以上の計 4 人で作業を行なった. 
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4.統計処理 

ペイントとペリメターにおけるリバウンド奪取位置とその際のオフェンス

プレイヤーとディフェンスプレイヤーの位置関係およびコンタクトの有無に

ついてカイ二乗検定を行い,有意差が認められた場合に下位検定として残差分

析を行った. 

統計処理には IBM SPSS Statistics 29 を用い,有意水準は 5%未満とした. 
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Ⅲ.結果 

 

1. オフェンスリバウンド奪取位置と回数 

1)ペイント 

(1)コンタクト有り 

ペイントにおけるコンタクトが確認された場合のオフェンスリバウン

ド奪取回数は以下の通りであった(表 1). 

 

 

(2)コンタクト無し 

ペイントにおけるコンタクトが確認され無かった場合のオフェンスリ

バウンド奪取回数は以下の通りであった(表 2). 

 

 

 

 

 

 

 

ディフェンス位置 前 横 後ろ 飛び込み 合計

ペイント 272 248 112 52 684

表1. ペイントのオフェンスリウバウンド総数（コンタクト有り）

ディフェンス位置 前 横 後ろ 飛び込み 合計

ペイント 111 80 61 94 346

表2. ペイントのオフェンスリウバウンド総数（コンタクト無し）
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2)ペリメター 

 (1)コンタクト有り 

ペリメターにおけるコンタクトが確認された場合のオフェンスリバウ

ンド奪取回数は以下の通りであった(表 3). 

 

 

（2）コンタクト無し 

ペリメターにおけるコンタクトが確認され無かった場合のオフェンス  

リバウンド奪取回数は以下の通りであった(表 4). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディフェンス位置 前 横 後ろ 飛び込み 合計

ペリメター 18 17 0 8 43

表3. ペリメターのオフェンスリウバウンド総数（コンタクト有り）

ディフェンス位置 前 横 後ろ 飛び込み 合計

ペリメター 48 29 1 8 86

表4. ペリメターのオフェンスリウバウンド総数（コンタクト無し）
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2.統計処理 

ペイント,ペリメターともにオフェンスリバウンド奪取位置の関係について

カイ二乗検定を行った結果,有意な関連が認められた（χ 2=118.953, 

df=7,p<0.001,V=0.320)(表 5).また,有意な関連が認められたため下位検定と

して残差分析を行った. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンタクトの有無 ディフェンス位置 ペイント ペリメター 合計 χ2test

前 272 18 290

横 248 17 265

後ろ 112 0 112 χ2=118.953

飛び込み 52 8 60 df=7

前 111 48 159 p<0.001

横 80 29 109 V=0.320

後ろ 61 1 62

飛び込み 94 8 102

合計 1030 129 1159

リバウンド獲得位置

有り

無し

表5. リバウンド獲得位置とディフェンスとの位置関係について
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3. オフェンスリバウンド奪取位置の有意 

1)ペイント 

(1)コンタクト有り 

ペイントにおけるコンタクトが確認された場合のオフェンスリバウン

ド奪取条件に対する下位検定として残差分析を行なった(表 6).その結

果,ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタクトが確認され

た場合,ディフェンスがオフェンスの横にいる状態でコンタクトが確認

された場合,ディフェンスがオフェンスの後ろにいる状態でコンタクト

が確認された場合が有意に多くなった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンタクトの有無 ディフェンス位置 ペイント 調整済み残差 ペリメター 調整済み残差 合計 χ2test

前 272 3.1 18 -3.1 290

横 248 2.8 17 -2.8 265

後ろ 112 3.9 0 -3.9 112 χ2=118.953

飛び込み 52 -0.6 8 0.6 60 df=7

前 111 -8.2 48 8.6 159 p<0.001

横 80 -5.4 29 5.4 109 V=0.320

後ろ 61 2.4 1 -2.4 62

飛び込み 94 1.1 8 -1.1 102

合計 1030 129 1159

表6. ペイントのオフェンスリウバウンド（コンタクト有り）の残差分析

リバウンド獲得位置

有り

無し
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  (2)コンタクト無し 

ペイントにおけるコンタクトが確認され無かった場合のオフェンリ

バウンド奪取条件に対する下位検定として残差分析を行なった(表 7).そ

の結果, ディフェンスがオフェンスの後ろにいる状態でコンタクトが確

認され無かった場合が有意に多くなった.また,ディフェンスがオフェン

スの前にいる状態でコンタクトが確認され無かった場合, ディフェンス

がオフェンスの横にいる状態でコンタクトが確認され無かった場合が有

意に少なくなった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンタクトの有無 ディフェンス位置 ペイント 調整済み残差 ペリメター 調整済み残差 合計 χ2test

前 272 3.1 18 -3.1 290

横 248 2.8 17 -2.8 265

後ろ 112 3.9 0 -3.9 112 χ2=118.953

飛び込み 52 -0.6 8 0.6 60 df=7

前 111 -8.2 48 8.6 159 p<0.001

横 80 -5.4 29 5.4 109 V=0.320

後ろ 61 2.4 1 -2.4 62

飛び込み 94 1.1 8 -1.1 102

合計 1030 129 1159

表7. ペイントのオフェンスリウバウンド（コンタクト無し）の残差分析

リバウンド獲得位置

有り

無し
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 2）ペリメター 

(1)コンタクト有り 

ペリメターにおけるコンタクトが確認された場合のオフェンスリバ

ウンド奪取条件に対する下位検定として残差分析を行なった(表 8).その

結果,ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタクトが確認さ

れた場合,ディフェンスがオフェンスの横にいる状態でコンタクトが確

認された場合,ディフェンスがオフェンスの後ろにいる状態でコンタク

トが確認された場合が有意に少なくなった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンタクトの有無 ディフェンス位置 ペイント 調整済み残差 ペリメター 調整済み残差 合計 χ2test

前 272 3.1 18 -3.1 290

横 248 2.8 17 -2.8 265

後ろ 112 3.9 0 -3.9 112 χ2=118.953

飛び込み 52 -0.6 8 0.6 60 df=7

前 111 -8.2 48 8.6 159 p<0.001

横 80 -5.4 29 5.4 109 V=0.320

後ろ 61 2.4 1 -2.4 62

飛び込み 94 1.1 8 -1.1 102

合計 1030 129 1159

表8. ペリメターのオフェンスリウバウンド（コンタクト有り）の残差分析

リバウンド獲得位置

有り

無し
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   (2)コンタクト無し 

ペリメターにおけるコンタクトが確認され無かった場合のオフェン

スリバウンド奪取条件に対する下位検定として残差分析を行なった(表

9).その結果,ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタクトが

確認された場合,ディフェンスがオフェンスの横にいる状態でコンタク

トが確認された場合が有意に多くなった.また,ディフェンスがオフェン

スの後ろにいる状態でコンタクトが確認された場合が有意に少なくなっ

た. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンタクトの有無 ディフェンス位置 ペイント 調整済み残差 ペリメター 調整済み残差 合計 χ2test

前 272 3.1 18 -3.1 290

横 248 2.8 17 -2.8 265

後ろ 112 3.9 0 -3.9 112 χ2=118.953

飛び込み 52 -0.6 8 0.6 60 df=7

前 111 -8.2 48 8.6 159 p<0.001

横 80 -5.4 29 5.4 109 V=0.320

後ろ 61 2.4 1 -2.4 62

飛び込み 94 1.1 8 -1.1 102

合計 1030 129 1159

表9. ペリメターのオフェンスリウバウンド（コンタクト無し）の残差分析

リバウンド獲得位置

有り

無し
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4.リバウンド奪取位置と身長の関係性について 

本研究においてオフェンスリバウンド奪取位置の分類としてペイントとペ

リメターの２箇所を取り上げたところ,それぞれの項目におけるオフェンスリ

バウンド奪取者の平均身長に特徴があることが分かった.ペイントおよびペリ

メターにおける身長の特徴としては,表 10.の通りの結果となった. 

 

 

 

 

 

 

 

コンタクトの有無 ディフェンス位置 ペイント ペリメター

前 199.4 188.5

横 197.8 189.1

後ろ 198.1 187.7

飛び込み 190.6 186.9

前 198.8 187.6

横 197.8 186.7

後ろ 197.5 186.9

飛び込み 189.1 186.1

有り

無し

表10. 各分類の平均身長 （cm）
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Ⅳ.考察 

 

1. 奪取位置におけるオフェンスリバウンド奪取条件 

1)ペイントにおけるオフェンスリバウンド奪取条件 

本研究において,オフェンスリバウンド奪取条件で最も奪取回数が多かった

項目は,ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタクトが確認された

場合であり,次いでディフェンスがオフェンスの横にいる状態でコンタクトが

確認された場合であった.このようにペイントにおけるオフェンスリバウンド

の奪取回数が多い点に関しては,先行研究(内山,1988;八板,2017)と同じ結果

となった.このような結果になった背景にはシュートの落下地点に関して次の

要因が考えられる. 

その要因とは,シュートの打った位置によって落ちる範囲を予測できるとい

う考え方である. JBA（2017）は,「ウィング付近からのシュートではリバウ

ンドボールは 70%〜75%の確率で反対側に落ちる可能性が高い」と述べてい

る.その他にもシュートのリバウンドは,ゴールより 4.20m のエリアにその 8

割強が集中すること 7）や,3 ポイントシュートであっても,ノーチャージセミ

サークルよりゴールに近いエリアに 57.2%のリバウンドボールが落下してい

る 21)27）などとあるように,シュートの落下位置の大半は 5m 以内のエリアに落

ちる 8)21)27)という点で先行研究においても共通点がみられる.ゴールから

6.25m 以上遠くにリバウンドボールが落下することはない 13)27)とされている

ことからも,シュートの落下位置がペイントになる可能性が非常に高いことか

ら, オフェンスリバウンドの奪取数が多い場所としてペイントが多くみられ

る結果となったと考えられる. 

また,ペイントのリバウンドにおけるコンタクトの有無について, ディフェ

ンスがオフェンスの前や横にいる状態で互いのコンタクトが確認された場合
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が最も多くみられた点に関しては,シュート落下位置として最も多いペイント

へのオフェンスの侵入を防ぐために,ディフェンス側もリバウンドに参加する

ことになる.この際に相手プレイヤーとゴールの間にポジショニングして背中

で相手の体にコンタクト(接触)する「ボックスアウト」が発生する

5)12)13)28)32)34)ことから, ディフェンスとオフェンスが互いにコンタクトをして

いる状態が多く確認されることになったと考える. 

上記を踏まえ残差分析を行なったところ,ディフェンスがオフェンスの前に

いる状態でコンタクトが確認された場合,ディフェンスがオフェンスの横にい

る状態でコンタクトが確認された場合, ディフェンスがオフェンスの後ろに

いる状態でコンタクトが確認された場合の３つが有意に多いという結果とな

った.このことから考察すると,倉石(2016）が「ペイントエリアにおいてはリ

バウンドボールが落下する可能性が高く,ゴール近辺の場所をどれだけ占有で

きたかが,リバウンド奪取数に大きく影響する」と述べているように,ペイン

トではオフェンスもディフェンスも互いにリバウンドボールの奪取のために

競い合うことになる.その際にオフェンスはボール奪取のためにペイントにお

いてリバウンドへ参加することとなり,ディフェンスはそれを防ぐためにポジ

ション取りを行うことから,自らのマッチアップマンとフロア上での身体を使

ったポジション取りである「ボックスアウト」が行われる.この際にオフェン

スとディフェンスとの間にコンタクトが発生することから,本研究の結果のよ

うにペイントにおいてはオフェンスとディフェンスがコンタクトをしている

状態が多く確認され,その結果に対して有意に多くなったと考える. 

また,コンタクトが発生するなかでオフェンスリバウンドに参加する際に,

ディフェンスよりもポジション取りを優位にするために身体を使った位置取

りやディフェンスが後ろの場合にはディフェンスを抑え込む 12)13)などの,リ

バウンド奪取のための技術が必要になってくると考える. 
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よって,ペイントにおけるオフェンスリバウンドに関しては,コンタクトが

発生する状況下においてもリバウンドへ参加し続けることが重要であると推

察される. 

 

2)ペリメターにおけるオフェンスリバウンド奪取条件 

 次に, オフェンスリバウンド奪取条件のなかでもペリメターにおいて奪取

回数が多かった項目は,ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタク

トが確認され無かった場合であり,次いでディフェンスがオフェンスの横にい

る状態でコンタクトが確認され無かった場合であった. 

 ペリメターにおけるオフェンスリバウンドの奪取数が多くみられた条件に

関しては, ペリメターは落下してくる際に弾かれたボールやゴール下エリア

のポジション争いを超えるロングリバウンドになるボールを奪取しやすいエ

リア 11)18)31)とされている.比較的低身長のプレイヤーでも接触を伴わずに奪取

することができるリバウンドの種類が多く発生した 35)とされていることか

ら,オフェンスとディフェンスにコンタクトが確認されない場合におけるオフ

ェンスリバウンドの奪取回数が多くみられたと考えられる. 

 また,ペリメターにおいても残差分析を行なったところ,ディフェンスがオ

フェンスの前にいる状態でコンタクトが確認され無かった場合に最も有意差

がみられた.この要因としては,ペリメーターに落下してくるリバウンドボー

ルはロングリバウンド  34)35)が多い傾向にあることから,ディフェンスがボッ

クスアウトを行っていない状況下におけるリバウンドシーンが多く発生して

いたために,コンタクトが確認されない状態のリバウンドが多くなり,その結

果に対して有意に多くなったと考えられる.  

このペリメターにおけるオフェンスリバウンドの特徴として, John  

Wooden (2000)は,「ルーズボールを素早く追いかけてボールの保持を奪還し
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たり,背後に位置するセーフティと協働して多くのチャンスを作り出すことが

できる」と述べていることからも,ペリメターのオフェンスリバウンドの際に

はリバウンドボールの落下地点にいち早く向かうことが重要だと推察される. 

リバウンドボールの落下位置の把握について,日常的にリバウンドボールの

軌道について観察を行い 18),判断力を磨くことが重要である 2)20)と考えられて

いるように,日頃からボールの落下地点についての判断力を磨くことが求めら

れると考えられる . 
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2.リバウンド奪取位置と身長の関係性について 

ペイントにおけるオフェンスリバウンドについて,JBA (2019）が「身長が

高いことがリバウンド獲得のために有利」と述べており,八板（2017）は「ペ

イントエリアにおけるプレイが多い長身プレイヤーはリバウンド獲得をする

機会が多くなる」と述べているように, 本研究においても先行研究同様の結

果が得られた.その結果を踏まえ,ペイントではオフェンスとディフェンスの

コンタクトが多くなることや高いところにあるゴールにより近いプレイヤー

が有利になりやすいことから,ペイントにおけるオフェンスリバウンド奪取の

際には身長が高いプレイヤーが多くなることが考えられる. 

また,ペリメターにおいては,八板(2017）が「ペイントエリア外においては

ボックスアウトなどによって相手プレイヤーと接触する可能性が低い」と述

べているように,ボックスアウトなどによって発生することになるコンタクト

が少なく,アウトサイドにいる比較的身長が小さい選手もリバウンド奪取を行

いやすいということが考えられる.本研究においても先行研究同様の結果が得

られたことから,ペリメターにおけるオフェンスリバウンド奪取成功者の平均

身長はペイントにおけるオフェンスリバウンド奪取成功者と比較して,身長が

低いプレイヤーが多くなることが考えられる. 
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Ⅴ.結論 

 

本研究は,オフェンスリバウンドのランキング上位選手のリバウンドにはど

のような特徴があり,その特徴を体系化することによって,オフェンスリバウ

ンドの奪取数の向上方法について明らかにしていくために, オフェンスリバ

ウンド成功時における現状分析を行い, 今後のコーチングの一助となること

を目的とした. 

オフェンスリバウンドの奪取条件において,ペイントではディフェンスがオ

フェンスの前にいる状態でコンタクトが確認された場合が最も多く,次いでデ

ィフェンスがオフェンスの横にいる状態でコンタクトが確認された場合にお

いて,オフェンスリバウンドの奪取が多い結果となった.また,ペリメターでは

ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタクトが確認され無かった

場合が最も多く,次いでディフェンスがオフェンスの横にいる状態でコンタク

トが確認され無かった場合において,オフェンスリバウンドの奪取が多い結果

となった. 

これらの結果に対してカイ二乗検定を行い,有意な関連がみられたことから

下位検定として残差分析を行ったところ,ペイントに関してはディフェンスが

オフェンスの前にいる状態でコンタクトが確認された場合,ディフェンスがオ

フェンスの横にいる状態でコンタクトが確認された場合,ディフェンスがオフ

ェンスの後ろにいる状態でコンタクトが確認された場合の 3 つが有意に多い

という結果となった.また,ペリメターにおいても残差分析を行なったところ,

ディフェンスがオフェンスの前にいる状態でコンタクトが確認され無かった

場合が有意に多いという結果となった. 

以上のことから, ペイントにおけるオフェンスリバウンド奪取の際にはデ

ィフェンスとのコンタクトが発生する可能性が極めて高く,ペイントのオフェ



 

 25 

ンスリバウンド奪取に関しては,コンタクトがあるなかでリバウンドを取りき

る必要が出てくると考えられる.そしてペリメターにおけるオフェンスリバウ

ンド奪取の際にはコンタクトが発生しない場合が多く見られたことからも,ペ

リメターはロングリバウンドの落下地点になることが多く,シュート発生時に

ペイント外にいるオフェンスは外れたリバウンドボールの軌道や落下地点を

見極め判断し,リバウンドに参加することが求められると考える. 

各分類のオフェンスリバウンド奪取者についての平均身長を調べたところ

本研究においては, JBA (2019）が,「ペイントエリアでは高身長選手が有利

になる」と述べているように,身長が高いプレイヤーがリバウンドを獲得しや

すいという傾向があることが本研究においても再確認できた.また,ペリメタ

ーにおいては比較的に低身長プレイヤーでもリバウンドが取りやすいという

ことを示唆する結果が得られた（表 10.）. 

本研究ではオフェンスリバウンド奪取における現状分析は行ったものの,オ

フェンスリバウンド奪取後のシュートを決めるまでの過程やオフェンスリバ

ウンド失敗時における特徴などといった細部までは研究できていない.そのた

め,オフェンスリバウンド奪取のための方法論については現時点では断言でき

ない. 今後の研究では,複数のシーズンからデータを蓄積すること,オフェン

スリバウンド奪取後のシュート成功率やその特徴,大学以外のカテゴリーにお

けるオフェンスリバウンドの状況を把握することなどが課題としてあげられ

る.また,本研究では大学の男子リーグ戦のオフェンスリバウンドランキング

上位 30 名に焦点を当て研究を行ったが,より詳細なデータ分析を行うために

も今後はさらに試合数を計上する必要があるだろう. 
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Ⅶ.付 録 

 

1. 用語 

1) アウト・オブ・バウンズ 

球技において競技場として定められている範囲をボールやプレーヤーが越

えた状態を指す 12).バスケットボール競技においては,ボールがコート外に出

たり,バックボードの裏や支柱などに当たったりした場合を示す 12).  

2) オフェンスリバウンド 

オフェンスリバウンドについては,シュートされたボールがゴールしなかっ

た場合に攻撃（オフェンス）側の選手がボールを奪取するプレイ 12)13)をオフ

ェンスリバウンドと定義する. 

3) ディフェンスリバウンド 

ディフェンスリバウンドについては,シュートされたボールがゴールしなか

った場合に守備（ディフェンス）側の選手がボールを奪取するプレイ 12)13)を

ディフェンスリバウンドと定義する. 

4) 飛び込みリバウンド 

飛び込みリバウンドについては,リングに弾かれて落ちてくるボールに合わ

せて,タイミングよく飛びつくプレイ 12)13)とされている.外から助走をつける

ことでジャンプに高さが出ることから,身長が高い選手よりも先にリバウンド

を狙うことができる 32)とされている. 

5) ボックスアウト 

ボックスアウトについては，ゴール下の地域を占有するために,相手をゴー

ル付近に入れないようにするプレイ 14)と定義されている. 
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6) ルーズボール 

バスケットボール競技におけるルーズボールは,ライブの状態でどちらのチ

ームもコントロールしていないボールのこと 12)13)と定義されている. 

7) ノーチャージセミサークル 

ゴールの真下を中心とする半円のエリアのことで,チャージングやブロッキ

ングに関する特別な規則が適用されるエリアとされている 12)13). 
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2. 図説 

 

勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

8 ○ 9 10 ○ 7

10 ○ 7 11 ○ 5

7 7 7 ○ 12

8 ○ 9 5 5

7 ○ 8 8 ○ 9

10 ○ 7 11 ○ 8

7 ○ 11 5 ○ 6

6 ○ 9 10 ○ 7

19 ○ 8 10 ○ 7

13 ○ 11 5 ○ 9

10 ○ 4 6 ○ 11

7 ○ 10 8 ○ 5

5 ○ 8 11 ○ 13

8 ○ 2 7 7

8 ○ 6 16 ○ 2

12 ○ 4 15 ○ 5

9 ○ 3 10 10

6 ○ 7 7 ○ 3

8 ○ 12 7 ○ 15

10 ○ 4 31 ○ 8

11 ○ 6 9 ○ 7

7 7 7 ○ 10

13 ○ 4 10 ○ 3

10 ○ 12 6 ○ 10

6 ○ 10 12 ○ 11

8 ○ 7 14 ○ 12

3 ○ 6 9 ○ 4

3 ○ 14 14 ○ 6

16 ○ 16 11 ○ 14

7 ○ 13 8 ○ 10

付表1. B.LEAGUEにおけるオフェンスリバウンド奪取数と試合結果の実例
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

13 ○ 5 5 ○ 11

6 ○ 4 5 ○ 6

12 ○ 9 12 ○ 5

12 ○ 9 10 ○ 11

14 ○ 7 7 ○ 2

2 ○ 9 6 ○ 13

5 ○ 11 6 ○ 7

11 ○ 12 11 ○ 5

14 ○ 7 5 ○ 6

6 ○ 8 8 ○ 4

11 ○ 5 10 ○ 11

11 ○ 6 16 ○ 5

10 ○ 8 12 ○ 5

5 ○ 8 6 ○ 8

7 ○ 8 10 ○ 6

8 ○ 12 11 ○ 3

6 ○ 7 7 ○ 6

9 ○ 2 11 ○ 8

8 ○ 17 9 ○ 11

12 ○ 10 7 ○ 5

7 ○ 8 3 ○ 8

5 ○ 10 17 ○ 9

10 ○ 13 4 ○ 6

7 ○ 10 10 ○ 7

6 ○ 8 8 ○ 5

8 ○ 6 4 ○ 15

2 2 5 ○ 9

10 10 13 ○ 6

12 ○ 6 9 ○ 13

13 ○ 8 6 6
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

8 ○ 11 3 ○ 9

6 6 9 ○ 4

13 ○ 12 6 ○ 7

6 6 5 ○ 6

7 ○ 6 8 ○ 9

3 ○ 4 11 11

4 ○ 9 8 ○ 5

5 ○ 10 9 ○ 7

6 ○ 4 9 ○ 5

12 ○ 4 7 ○ 8

6 6 10 ○ 3

6 ○ 18 7 ○ 3

10 ○ 9 7 7

12 ○ 9 9 ○ 10

5 ○ 7 8 ○ 3

4 ○ 14 8 ○ 9

8 ○ 7 14 14

9 ○ 6 3 ○ 8

6 ○ 19 11 ○ 18

10 ○ 8 11 ○ 9

3 ○ 8 11 ○ 6

7 ○ 4 15 ○ 9

12 ○ 17 8 ○ 10

4 4 8 ○ 4

5 ○ 6 6 ○ 7

9 ○ 11 16 ○ 5

10 ○ 5 17 ○ 11

15 ○ 12 6 ○ 2

4 ○ 3 5 ○ 9

17 ○ 5 11 ○ 9
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

10 ○ 5 8 8

13 ○ 3 11 ○ 9

10 ○ 9 7 ○ 10

3 ○ 6 13 ○ 16

4 ○ 11 8 ○ 10

9 ○ 3 9 ○ 2

7 ○ 10 12 12

20 ○ 5 3 ○ 11

6 ○ 11 8 ○ 12

4 ○ 6 5 5

6 ○ 5 13 ○ 6

18 ○ 11 4 ○ 13

4 ○ 9 15 ○ 11

15 ○ 7 9 ○ 8

10 ○ 6 13 ○ 10

8 ○ 5 5 ○ 9

10 ○ 8 7 ○ 11

4 ○ 10 9 ○ 11

5 ○ 7 10 ○ 8

9 ○ 7 13 ○ 11

10 ○ 5 3 ○ 4

6 ○ 5 10 10

11 ○ 3 9 ○ 4

6 ○ 11 12 ○ 13

5 ○ 7 4 ○ 9

5 ○ 7 8 ○ 4

6 ○ 14 7 ○ 8

10 ○ 8 8 8

15 ○ 11 9 ○ 7

9 ○ 8 6 6
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

16 ○ 4 11 ○ 4

19 ○ 11 12 ○ 6

6 ○ 7 7 ○ 11

4 ○ 11 5 ○ 3

13 ○ 12 16 ○ 6

6 ○ 13 9 ○ 10

4 ○ 6 13 ○ 7

11 ○ 8 13 ○ 3

6 ○ 15 6 ○ 13

15 ○ 7 6 6

5 ○ 2 6 ○ 4

8 ○ 10 9 9

8 ○ 7 2 2

11 ○ 23 7 ○ 8

6 ○ 10 6 ○ 4

5 ○ 18 13 13

6 ○ 9 5 ○ 7

5 ○ 12 19 ○ 6

13 ○ 5 8 ○ 7

4 ○ 6 6 ○ 9

13 ○ 5 5 ○ 14

10 ○ 11 14 ○ 6

10 ○ 5 14 ○ 8

3 ○ 6 10 ○ 8

16 ○ 9 3 ○ 9

9 ○ 6 13 ○ 7

11 ○ 4 2 ○ 10

9 ○ 5 10 ○ 3

9 ○ 14 5 ○ 9

13 ○ 7 5 ○ 4
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

15 ○ 7 13 ○ 7

10 ○ 3 19 ○ 7

8 ○ 3 11 ○ 10

6 ○ 11 6 ○ 12

2 ○ 9 11 10

3 ○ 12 14 ○ 10

7 ○ 16 6 ○ 9

11 ○ 7 6 ○ 9

12 ○ 7 7 ○ 12

8 ○ 9 12 ○ 13

7 ○ 4 8 ○ 4

14 ○ 10 12 ○ 6

8 ○ 5 7 ○ 9

6 ○ 5 12 ○ 8

4 ○ 5 9 ○ 6

8 ○ 5 9 ○ 4

9 ○ 8 6 ○ 13

8 ○ 7 4 ○ 8

17 ○ 11 7 7

8 8 6 6

8 ○ 11 8 ○ 9

5 ○ 10 14 ○ 7

11 ○ 10 6 ○ 15

6 ○ 3 8 8

6 ○ 10 10 ○ 8

3 ○ 12 3 ○ 11

6 ○ 16 11 ○ 8

6 ○ 10 9 ○ 5

7 ○ 9 7 ○ 9

4 ○ 10 12 ○ 6
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

5 ○ 13 9 ○ 10

5 ○ 9 7 ○ 6

7 ○ 12 10 ○ 9

6 ○ 9 4 ○ 5

12 ○ 8 11 ○ 7

11 ○ 10 10 ○ 7

11 ○ 13 6 ○ 8

8 ○ 12 17 ○ 8

10 ○ 11 3 ○ 8

10 ○ 4 7 ○ 8

10 ○ 9 11 ○ 14

9 ○ 11 4 ○ 7

12 ○ 7 16 ○ 10

3 ○ 5 13 ○ 3

5 ○ 10 3 ○ 11

12 ○ 8 10 ○ 5

5 ○ 4 8 ○ 13

8 ○ 5 9 ○ 12

12 ○ 10 6 ○ 7

5 ○ 9 5 ○ 10

6 ○ 16 10 ○ 2

4 ○ 9 7 ○ 6

7 7 11 ○ 6

7 ○ 11 5 ○ 7

16 ○ 10 6 ○ 1

18 ○ 5 9 ○ 5

9 ○ 17 12 ○ 13

10 ○ 7 9 ○ 6

10 ○ 8 4 ○ 7

6 ○ 12 7 ○ 13
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

8 ○ 5 14 ○ 10

12 ○ 9 6 ○ 5

7 ○ 14 6 ○ 10

12 ○ 8 14 ○ 6

10 ○ 5 14 ○ 11

9 ○ 6 6 ○ 8

7 ○ 9 10 ○ 5

5 ○ 15 7 ○ 10

4 ○ 11 14 ○ 4

6 ○ 8 4 ○ 8

7 ○ 4 6 6

9 ○ 4 16 ○ 8

9 ○ 16 11 ○ 2

11 ○ 14 9 ○ 10

7 ○ 13 8 8

12 ○ 14 11 ○ 7

11 11 5 ○ 4

3 3 10 ○ 8

12 ○ 9 6 ○ 8

7 ○ 6 7 ○ 9

20 ○ 4 5 ○ 8

14 ○ 7 4 4

8 ○ 6 6 ○ 0

7 ○ 5 6 ○ 14

10 ○ 2 12 ○ 3

11 ○ 10 5 ○ 7

7 ○ 6 14 ○ 7

13 ○ 0 12 12

6 ○ 9 5 ○ 13

4 ○ 12 11 ○ 5
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

10 ○ 13 7 ○ 6

8 ○ 14 17 ○ 15

5 ○ 9 13 ○ 6

12 ○ 18 13 ○ 11

6 ○ 5 12 ○ 8

7 ○ 8 8 ○ 12

12 ○ 7 3 ○ 6

11 ○ 6 14 ○ 4

14 ○ 10 8 ○ 12

10 ○ 5 8 ○ 2

9 ○ 16 9 ○ 1

6 ○ 13 3 ○ 15

8 ○ 14 14 ○ 8

9 9 6 ○ 5

5 ○ 7 10 ○ 11

2 ○ 9 8 ○ 5

10 ○ 5 3 ○ 9

4 ○ 11 11 ○ 8

4 ○ 9 16 ○ 8

4 ○ 6 5 ○ 12

6 ○ 14 15 ○ 12

9 ○ 7 11 ○ 9

3 ○ 9 9 ○ 4

7 7 10 ○ 8

7 ○ 8 12 ○ 5

9 ○ 3 9 ○ 6

12 ○ 7 10 ○ 11

7 ○ 9 9 ○ 8

11 ○ 9 11 ○ 6

9 ○ 4 14 14
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

5 5 9 ○ 8

6 6 4 ○ 6

10 ○ 5 4 ○ 13

9 ○ 6 9 ○ 4

7 ○ 10 11 ○ 13

8 ○ 2 14 ○ 16

6 ○ 8 9 ○ 11

6 6 5 ○ 11

7 ○ 5 10 ○ 4

7 ○ 6 7 ○ 12

6 ○ 12 8 ○ 5

13 ○ 8 9 ○ 14

7 ○ 6 14 ○ 4

19 ○ 12 15 ○ 10

8 ○ 18 16 ○ 12

11 ○ 2 2 ○ 13

6 ○ 1 6 ○ 9

9 ○ 7 6 ○ 9

9 ○ 17 11 ○ 8

10 ○ 13 5 ○ 14

5 ○ 4 7 ○ 6

9 ○ 6 7 ○ 9

6 ○ 10 12 ○ 9

13 13 6 ○ 13

11 ○ 6 4 ○ 11

4 ○ 5 14 ○ 7

4 ○ 7 4 ○ 9

6 ○ 14 16 ○ 13

5 5 7 ○ 9

13 ○ 3 5 ○ 8
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勝ちチーム 負けチーム 勝ちチーム 負けチーム

OREB OREB OREB OREB

2 ○ 8 6 ○ 7

4 ○ 7 6 ○ 1

9 ○ 4 12 ○ 9

10 ○ 6 5 ○ 4

7 ○ 13 12 ○ 8

12 ○ 8 8 8

7 ○ 9 10 ○ 5

10 ○ 7 11 11

7 ○ 9 12 ○ 5

8 ○ 6 9 ○ 10

7 ○ 6 6 ○ 10

10 ○ 11 8 8

7 7 7 ○ 5

条件 勝利試合数（試合）

OREB奪取数が多い方が勝ち 310

OREB奪取数が多い方が負け 269

OREB奪取数が引き分け 47
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エリア コンタクト有無 ディフェンスとの位置関係

前

横

後ろ

飛び込み

前

横

後ろ

飛び込み

前

横

後ろ

飛び込み

前

横

後ろ

飛び込み

ペリメター

有

無

表11. 本研究における各分類

有

無

ペイント

　項目 平均身長

リーグ全体 185.6

上位30名 196.7

全外国籍選手 204.5

全日本国籍選手 184.7

表12. 身長についての各項目（cm）
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